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1. はじめに  

2017 年に改訂された土木学会コンクリート標準示方

書では，コンクリート中の鋼材腐食を引き起こす水分

浸透に関する記述が［設計編］に盛り込まれ，またコン

クリートは物質の透過に対する抵抗性を有しなければ

ならないことが［施工編］の本文に明記された。筆者ら

は，鉄筋コンクリート構造物におけるかぶりコンクリ

ートの吸水抵抗性を表層品質と定義し，新設構造物の

表層品質の向上を実現することを目的として，表層品

質の非破壊評価に関する研究を行ってきた。本稿では，

建設工事の発注や施工管理を担う実務者が使用可能な

表層品質の非破壊評価手法として開発した「散水試験 A

法[1]」に関して，測定値の季節変動に関する実験的検討

の結果を報告する。 

 

2. 散水試験 A 法の概要[2] 

散水試験 A 法では，乾燥したコンクリート表面に約

0.1mg/mm2の水を同一箇所で繰り返し散布し，コンクリ

ート表面における微量水分の吸水性状の評価を測定者

の目視によって行う。図 1 に，散水試験 A 法の概要を

示す。散水試験 A 法では，「吸水しないコンクリートは

密実である」という概念を前提としている。コンクリー

ト表面に散水すると，吸収されない水が表面に滞留し，

鉛直面では流下が発生する。測定者は水の流下の発生

状況を目視で把握し，流下が発生するまでの散水の繰

返し回数によって吸水性状の評価を行う。吸水しやす

いコンクリートほど流下に要する散水回数が大きくな

り，同等の条件下であれば散水回数の大小によって表

層品質の優劣を判別可能である。 

3. 測定結果の季節変動に関する実験的検討 

散水試験 A 法を鉄道高架橋の柱に適用し，定点での

継続的な測定を行った結果，図 2 に示すような測定値

の季節変動が見られたことが報告されている[3]。そこで，

季節変動の原因について，コンクリートの含水状態の

変化，ならびに温度条件の影響を実験で検証した。 

含水状態の影響に関する検証では，呼び強度が

24MPa でスランプが 12cm のレディーミクストコンク

リートを使用して作製した 150mm角の立方体の供試体

[2]により，脱型直後からの含水量と散水回数の経時変化

を調べた。表 1 に，供試体の概要を示す。散水回数は 10

回を上限とし，10 回で流下しなかった場合は数値を 11

として平均値の算出に用いた。また，参考値として材齢

91 日でトレント法による表層透気係数を測定している。

図 3 に，コンクリートの脱型直後からの水分逸散量と

散水回数の経時変化を示す。脱型後の経過日数が小さ

いほど，また養生不足の試験体であるほど水分逸散が

速いことが確認できる。散水回数は日数の経過に伴っ

て増加し，水分逸散の進行によって吸水量が増加した

ことによる影響が現れたものと考えられる。また，散水

回数は 10 回を

上限として打

ち切られてい

るものの，いず

れの時期にお

いても養生不

足で表層品質

の劣る試験体

ほど散水回数が

図 1 散水試験 A 法[2] 

表 1 供試体および測定の概要[2] 

コンクリートの

特徴 

レディーミクストコンクリート，呼び強度

24MPa，最大粗骨材径 20mm，スランプ

10cm，空気量 4.7％，普通セメント，

W/C=57%  

寸法と数量 
W150×D150×H200mm，養生期間を 3 水

準（1 日，7 日，26 日）として各 8 体 
散水試験の測定

条件 
散水量：約 0.1mg/mm2/回，散水繰返し時間

間隔：60 秒，測定面の方向：鉛直面  
測定時の環境 試験室内（20℃，60％RH） 
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図 2 実構造物における散水回数

の数値変動[3]を基にデータを編集 
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大きくなった。 

温度の影響に関する検証

実験では，厚さ 10mmで 100

×100mm の大きさにカッ

トした板状のモルタルを供

試体とし，あらかじめ散水

試験を実施して散水回数に

差が見られた 9 体を選定し

て実験に用いた。モルタル

供試体，ならびに使用する

水の温度を恒温槽で調整

し，測定は温度 20℃，相対湿度 60％に管理された試験

室内に供試体を運び込んで速やかに実施した。各温度

条件での測定は同一の供試体で 3 回実施した。なお，3

回の測定を実施する前の供試体の含水状態がおおむね

同等であることを供試体の重量で確認している。 

図 4 に，温度条件が散水試験の測定値の数値変動に

与える影響を示す。コンクリート表面と水温を共に

20℃とした環境を基準とした場合，高温条件の 40℃環

境よりも低温条件の 5℃環境で影響が大きい傾向が見

られ，散水回数は平均して 30％程度増加することがわ

かった。40℃環境では水の粘性の低下と含水率の低下

による影響が相殺され，散水回数は 20℃環境に対して

10％程度の増加に留まったが，コンクリート表面は

20℃で水温だけを 40℃とした状況では水の粘性の低下

の影響で散水回数が 30％程度減少した。次に，温度条

件による散水回数の数値変動について，散水回数の範

囲と数値変動の程度に関する分析を行った。図 5 に，

散水回数の測定値の標準偏差の分析結果を示す。温度

により生じる数値変動は，散水回数の平均値が大きい

ほど，すなわち測定対象となるコンクリートの表層品

質が劣るほど大きくなることがわかる。温度変化によ

る散水回数の数値変動の大きさは，散水回数の平均値

に対して 30％程度となった。なお，このような温度の

影響に関して，冬季には 20℃程度の常温の水を使用す

ることで散水回数の増加を抑制することができると考

えられる。 

 

4. まとめ 

散水試験 A 法による実構造物の表層品質の評価にお

ける測定値の季節変動に関して実験的に検証した結果，

温度や含水状態による影響は品質の劣るコンクリート

で大きくなることが確認された。低温環境下で散水回

数の顕著な増加が確認されたものの，常温の水を使用

することで影響は軽減できることが示唆された。 
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図 4 温度が散水回数に与える影響      図 5 散水回数のばらつき 
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図 3 脱型直後の含水状態の変化が散水回数に与える影響[2]にデータを追加 
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